
外部の知見活用による意見 

 
○歌志内市教育委員会点検・評価は、歌志内市教育委員会が実施した点検・評価に対し、

外部の視点から意見をいただくことを目的としています。 
○意見をもらう方は、社会教育委員の３名としております。 
 
１．会議開催状況 

【会議開催日】平成２１年１０月３０日(金)午後２時００分から３時３０分まで 
○教育委員会点検・評価結果の説明、委員間の意見交換（資料事前配布） 

教育委員会が実施した点検・評価結果の説明を受け、点検・評価の第１章から第２章に

ついて、順次意見交換を行いました。 
○意見まとめ 

 各委員意見をもとに、教育委員会点検・評価結果に対する意見結果をまとめました。 
 
２，意見結果 

（１） 歌志内市教育委員会点検・評価の全体像について 

 歌志内市教育委員会が、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 27 条に基づき、教

育委員会の点検・評価を行ったものであるが、同条第２項により、外部の知見活用として

意見を述べる。 
 歌志内市教育委員会では、第 1 章に「教育委員会の活動状況」、第 2 章に「教育の推進及

び振興に関する事業」の点検・評価を行っており、こうした取り組みは、情報公開や開か

れた教育行政を推進する上で、評価できる。 
さらに、教育委員会の実施する主要施策に対する点検・評価についても、市民への説明

責任を果たすものであると認めているものであります。 
 

（２） 第１章教育委員会の活動状況の点検・評価結果について 

１． 全体的な意見 

 教育委員会においては、変容する社会教育情勢を見つめるとともに、市内の教育環境の

変化や要求に対応するため、定期的な会議に留まらず、積極的に教育現場と関わり、地域

の特性や人材・自然等、教育的諸条件を生かした教育行政を推進する必要があると感じる

ものであります。 
今後も、このような点検・評価制度を通し、積極的な教育行政の取り組みに期待すると

ころであります。 
 

２． 各項目の点検・評価について 

教育委員会は、教育行政の基本方針の決定や教育に関する各種施策の推進。また、必要

な規則の制定や改正を、教育委員が責任を持って判断することが求められております。 
定例教育委員会の議論を通じて、当市の教育行政の課題を把握し、その課題について審

議している。特に平成２０年度は、中学校の移転問題や小学校の統合問題など、当市の直

面した教育課題の解決に向け、定例会及び臨時会で審議しており、積極的な取り組みと捉

え評価できるものであります。 



このたび示された資料への要望として、規則等の制定状況をあらわした表に、規則の題

名は書かれているが、その改正内容がわからない。できるならば、どのような改正内容な

のかを掲載してほしいものである。 
平成 20 年度予算の状況においては、「歌志内市財政健全化計画」のもと、厳しい財政状

況を勘案し、各施設の光熱水費の節減を図り、施設の運営を行っているようですが、その

なかでも、市民のニーズに応えるため、積極的に改善していることも評価できる。しかし、

昨年も指摘しているが、懸念することは、特に学校をはじめ、子どもたちが利用する施設

での極度の暖房費節減は、健康維持への影響が心配されますので、できるだけ予算措置に

配慮を望むものであります。 
 

（３） 第２章教育の推進及び振興に関する事業の評価について 

１． 全体的な意見 

 教育行政執行方針に掲げられている主な施策を取り上げて、主要施策の点検・評価を行

っている。 
 資料に、幼稚園、各小中学校で行ったアンケート結果が添付されているが、このように

保護者から意見をもらい、学校運営等に生かすことは、今後も積極的に行っていくべきで

ある。しかし、設問の中に、しばらく考えなければならない意味がわからないものがあり、

この点をもう少し工夫する必要があるのではないか。 
幼稚園をはじめ、学校で行われている各種事業は、今後も積極的に情報提供を図るべき

である。より多くの情報を学校から発信しながら、地域と連携し、将来を担う子どもたち

がのびのびと成長できる環境づくりに努めていただくよう望むところであります。 
 社会教育においては、厳しい財政状況の中、教育施設の維持管理を行っており、その結

果、開館日の縮小などを行ってきたが、学童保育の利用時間を延長するなど、利用者の要

求に応える努力をしており、評価できるものである。 
今後も、市民のニーズに合った施設利用に努めていただくことを望むところであります。 

 
２． 各項目に対する主な意見 

○ 規則の制定において、その内容がわからない。できるならば、その内容を一部記載し、

どのような改正が行われたか示してほしい。 
○ 各種委員会の開催が１回である。費用弁償の関係もあると思うが、他市などでは、費用

弁償を掛けないで開催しているところもある。その辺を研究してみてはどうか。 
○ 幼稚園・小中学校で行われたアンケート結果が示されているが、設問の主旨がわかりづ

らい。もう少し、わかりやすいように工夫してはどうか。 
○ 社会教育のサークル活動において、料理教室を開催しているが、教育委員会以外でも料

理教室を開催しているようだが、共催して、経費の節減を図ってはどうか。 
○ 高齢者大学を開催しているが、近年、高齢者大学という名称を使わなくなってきている。

当市でも、一度名称について考えてみてはどうか。 


